
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様、コロナ騒動の元、如何お過ごしでしょうか。 

 

3月末に共編(横地光明氏の遺作)ですが、『自衛隊創設の苦悩 その実相と宿痾 ―警察から生まれ

た軍隊でない武装集団 警察予備隊・保安隊・自衛隊―』という書籍を出版しました。 

 

やゝ高価で、ネット検索を意識した長い書名の本ですが、自衛隊を勤務した者が初めて著した本

です。国防を担う自衛隊の地位が列国に比して全く評価されず、実質軍隊でありながら軍事力の

行使を許されで、ＰＫＯに裸で派遣される武装集団、最近こそ評価されるようになったが、災害

派遣に出ても、消防・警察官の姿はテレビに出てくるが、自衛官がテレビの画面に出ることが皆

無であった時代もありました。 

 

この現状の元は、警察予備隊・保安隊・自衛隊の誕生、生育の歴史を知らなければならないと、

陸軍士官学校６０期生で終戦を迎えた横地氏が自衛官生活を全うされ、東部方面総監等の要職を

歴任されて体験された歴史を元にその「宿痾」を赤裸々に記述されたものです。 

 

是非、国防を憂えている方、政治家、防衛省関係者、自衛官、防衛大の学生等々に読んでいただ

きたいと思っています。 
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『自衛隊創設の苦悩 その実相と宿痾』 



  



  


